








































































































































1973:882）。過去帳によれば、徳松（文久 2年 6月 4日歿）
は清作（嘉永 4 年 7 月 17 日歿）の子であり、清作は
四国讃岐より来たと伝えられ、相良姓であるという（中




















































































































































　8 月 21 日に五島市のシルバー人材センターに委託
して、窯跡の範囲の草刈りを行った。そして、22 日













（図 18 〜 22）。
　今回の測量調査について、確認できたことを簡単に
述べる。窯の全長は推定 55 〜 60m である。標高 15m
















行の平均は 4.1 〜 4.2m となる。
　第４室と第５室（図９）の間の温座ノ巣では、27
個の通炎孔が確認されている。通炎孔の大きさは幅

































































































































































図 10　田ノ江窯跡遠望（写真中央の墓地の左側） 図 11　田ノ江窯跡遠景（写真中央左手）
図 12　田ノ江窯跡近景（東から） 図 13　宝性院（東から）
図 14　田ノ江窯跡測量風景（レベル測量） 図 15　田ノ江窯跡測量風景（平板測量）
図 16　田ノ江窯跡窯壁（胴木間付近） 図 17　田ノ江窯跡窯壁（第４室南隅部）
58
図 18　田ノ江窯跡窯壁（第４室東側） 図 19　田ノ江窯跡第４室奥壁及び西側隅部
図 20　田ノ江窯跡第３室奥壁及び西側隅部 図 21　田ノ江窯跡第１室奥壁及び西側隅部
図 22　田ノ江窯跡第１室西側隅部 図 23　田ノ江窯跡物原推定箇所（南から）
図 24　田ノ江窯跡等出土遺物実測風景 図 25　田ノ江窯跡調査参加者
